
教科書編集部便り

常用漢字表の改定に伴う措置について
　平成22年11月、196字を追加し５字を削除
した、新「常用漢字表」が告示されました。
「常用漢字表」の改定は、昭和56年の告示
以来、29年ぶりとなります。追加された196
字は、全て中学校で学習することと決めら
れました。また、改定に伴い23年３月に学
校段階別の「音訓の割り振り表」が示され
ました。これにより、小学校学習漢字につ
いても16の音訓が追加されることとなりま
す。以上の改定を受け、学校現場において
は平成24年４月より対応することとなって
おります。
　平成24年度用の小学校「国語」教科書で
は、漢字の音訓追加に合わせ、教材末漢
字欄で提示する読み方を追加するとともに、
教材本文中の表記を改めます。

小学校学習漢字に追加される音訓

（※常用漢字表の付表に新たに付け加わった語　
　　真面目　まじめ）

　24年度以降の御指導に支障が生じること
のないよう、移行に関しては、小社として
改めて資料を準備する予定です。 

　言語教育（国語教育・外国語教育等）の充実・発展を図るために、理論と実践の分野について優
れた研究開発を行う団体または個人に対して助成します。

平成 24 年度「言語教育振興財団」研究助成金  一般公募

助成内容 ①言語教育の内容・方法に関するもの（教育内容・方法部門）
②言語教育教材の質的向上に関するもの（教材部門）
③教育機器を利用した言語教育の在り方に関するもの（教育機器部門）

研究期間 平成 24 年４月〜 25 年３月（原則１年間）

応募資格 言語教育（国語、英語、日本語等）に関して研究開発を行う教員及び教育開発を行う
小学校・中学校・高等学校・大学・教育研究団体（学校の学年・教科単位を含む）

助成件数及び金額 助成件数は 80 件まで。助成金額は１件につき 20 万〜 50 万円

応募方法・
締め切り

・所定の申請用紙に記入の上、研究開発活動についての企画書または実施した実践報告書
等の参考書類を添えて、平成 23 年 12 月 22 日（木）必着で、当財団事務局に郵送。

・申請用紙を希望される方は、直接又は返信用封筒を同封の上、当財団事務局までお申し
込みください。

・この応募要項については、都道府県教育委員会等推薦の場合も同様に扱います。

決定・発表 当財団「選考委員会」にて選考を行い、選考結果を平成 24 年２月末までに通知。
平成 24 年３月末に銀行振り込みで交付します。

問い合わせ先 財団法人  言語教育振興財団  事務局
〒 141-0021  東京都品川区上大崎 2-19-9  TEL 03-3493-7340　FAX 03-3493-2174
E-mail:gengo-k@star.ocn.ne.jp

１年 中　ジュウ

３年

委　ゆだねる　　育　はぐくむ
館　やかた　　　全　すべて　
速　はやまる 　  他　ほか　　
放　ほうる

４年 関　かかわる　　要　かなめ　
類　たぐい

５年 応　こたえる　　混　こむ　　
務　つとまる

６年 私　わたし　　　創　つくる

研究会のご案内

第 40 回全国小学校国語教育研究大会　 浜松大会
静岡県教育研究会国語研究部研究大会　浜松大会

開催日　平成 23 年 11月 17 日（木）・18 日（金）
会　場　ホテルクラウンパレス浜松（11月 17 日）
 浜松市立上島小学校・浜松市立積志小学校（11月 18 日）
テーマ　「言葉の力」を育てる魅力的な国語科授業の創造　−生きて働く言語活動を通して−
内　容　（第 1 日目）全小国研理事会／全小国研総会／基調提案・特別講演など
　　　　（第 2 日目）会場校研究発表／公開授業／研究協議会／特別講演／記念講演など
講　演　＜上島小会場・特別講演＞ 文部科学省初等中等教育局教科調査官　水戸部修治氏
 ＜上島小会場・記念講演＞ 狂言師　山本東次郎氏
 ＜積志小会場・特別講演＞ 静岡大学教育学部准教授　浮田真弓氏
 ＜積志小会場・記念講演＞ 津波・防災学者　河田 惠昭氏
会　費　4,000円
連絡先　全国小学校国語教育研究会　大会事務局　浜松市立上島小学校
 〒 433–8122　静岡県浜松市中区上島一丁目 21–1
 TEL：053–471–3195　FAX：053–471–3196

挿絵の展示にあわせて、「ごんぎつね」誕生の歴史も紹介されている。

展覧会のご案内

　４年の国語教科書に掲載されている「ご
んぎつね」が誕生して、今年で80年を迎え
ます。それを記念し、「新美南吉記念館」
（愛知県半田市）では、「『ごんぎつね』誕生
80年記念展　かすや昌弘・光彩画の世界」
が開催されています。
　「ごんぎつね」が初めて光村図書の教科
書に登場したのは昭和46年。それから今日
まで、絵本作家・かすや昌弘先生の幻想的
な挿絵は、多くの子どもたちに愛されてき

ました。この挿絵は、「光彩画」といい、
紙を形取りして重ね、ライトの光で透過さ
せて撮影するという独特の技法を用います。
展覧会では、その原画フィルムを大きく引
き伸ばして展示。暗闇に美しい世界が広が
ります。会期は10月16日（日）まで。詳しく
は「新美南吉記念館」ホームページをご覧
ください。
新美南吉記念館
http://www.nankichi.gr.jp/


